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第 3 章では， KBr, KCI の純粋結晶を用いて液体ヘリウム温度の照射によって生じる H 中心と H'中
心の生成量を求め，両者の関係を定量的に調べている。その結果， H'中心の数は H 中心の濃度が低い
聞は H 中心の数の 2 乗に比例することを見出し， H'中心が 2 つの H 中心の結合によって生じた diH中
心であるというモデルを提案している。
第 4 章では， Na+ または Li+ をドープした KBr 結品を用いて，液体へリ乃ム温度の照射によっ
て生じた H中心と H A 中心の生成量を不純物濃度の関数として求め，得られた結果から Na+及びLi+
+と照射によってはじき出された格子間ハロゲンとの聞の動的作用の体積を求めるとともに新たに生
じた光吸収帯の同定を行なっている。
第 5 章では， 800 Kから 2400 K の温度範囲に台いて KBr の純粋結晶及び Na+ をドープした結晶にパ
ルス電子線を照射して生じた H 中心と V4 中心の生成及びH中心と HA 中心の生成の時間的変化を実





格子間ハロゲンが Na+ あるいは H 中心と相互作用して H A 中心や diH 中心となることを示し，格子
間ハロゲンの熱的な挙動を明らかにしている。









著者は，液体ヘリウム温度から 2500 K の温度範囲において生ずる色中心の光学的性質と熱的安定性，
色中心聞の光化学反応及び色中心生成の過渡特性等について多くの知見を得ている。
特に，放射線損傷の基礎過程において重要な因子となっている格子間原子の挙動を明らかにし，照
射によって得られたエネルギーによって結晶中を移動する動的な挙動と熱運動によって結品中を移動
する熱的な運動とを実験的に分離することに成功している。
以上のように，本研究の結果は，固体の放射線損傷の基礎過程を解明するとともに，得られた知見
は記憶素子への応用の可能性を示しており その成果は 放射線工学の分野に貢献するところが大き
く，博士論文として価値あるものと認める。
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